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Top Message ご挨拶

　当社は、明治40年（1907年）の創業以来、長きにわたっ
て、消防車のトップメーカーとして、わが国の消防技術発展
の歴史とともに歩んでまいりました。これもひとえに株主
様をはじめ関係各位からの温かいご支援、ご愛顧の賜物と
深く感謝申し上げます。
　当社グループは、「人と地球のいのちを守る」というス
ローガンを掲げ、消防車両・防災・産業機械・環境車両の
4つの事業を展開し、災害から人々の生命、財産、そしてか
けがえのない地球の自然を守る企業グループであり続け
ること、またそのために一層の技術革新と挑戦を続け、新
たな価値を創造することが私たちの使命であると考えて

おります。また、更なる飛躍と企業価値の向上を目指し、
「新規市場の開拓」、「既存事業の収益力強化」、「商品開発
力の強化」、「持続的成長に向けた投資の推進」を基本方針
として取り組んでおります。あわせて、環境に配慮し、より
暮らしやすい社会を実現する企業活動を、透明・公正かつ
迅速・果断な意思決定が行える企業統治体制のもとで推
進することが、持続可能な社会の構築に貢献するものと確
信しております。これからも、広く社会から信頼される企業
グループを目指し、全社員が一丸となって邁進してまいり
ます。今後ともより一層のご支援を賜りますよう、心よりお
願い申し上げます。

中 島 　正 博
尾 形 　和 美

代表取締役会長兼CEO

代表取締役社長

　当第2四半期におけるわが国経済は、政府による経済政
策などを背景に、企業収益や雇用環境は改善傾向となるな
ど緩やかな回復基調が続きましたものの、相次ぐ自然災害
や米国の保護主義的な政策に端を発する世界的な貿易摩
擦など、依然として先行き不透明な状況が続いております。
　このような環境のもと、当社グループは3ヵ年の中期経
営計画「Morita Advance Plan 1000」の最終年度とし
て、企業価値の向上に向けた諸施策に取り組んでおります。

　経営成績につきましては、売上高は、前年同期比4,408
百万円増加し、31,925百万円（16.0%増）となりました。ま
た、営業利益は、前年同期比143百万円増加し、1,093百
万円（15.1%増）、経常利益は、前年同期比136百万円増加
し、1,379百万円（11.0%増）、親会社株主に帰属する四半
期純利益は、前年同期比64百万円増加し、728百万円

（9.7%増）となりました。

第86期第2四半期の概況
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モリタニュース

　モリタエコノスは、花王株式会社と「不快な臭いを心地よくする」をコンセプトに共同開発した衛生車用臭気対策ポンプオ
イルコントロール「ミラクルチェンジャーJ01」を本年11月より販売開始いたしました。
　「ミラクルチェンジャーJ01」は、衛生車の作業現場周辺とオペレーターの労働環境の改善を目指し共同開発したものです。
本製品の使用により、効果的に臭気対策が図れ、衛生車の作業現場周辺、車両の保管場所等で不快な臭いを抑制します。特に作
業現場周辺の臭いが気になる観光地や住宅密集地で効果を発揮します。また特別なメンテナンスは不要となっており、衛生車
の真空ポンプオイルタンクに少量を添加するだけで、心地よい香りを生み出します。
　今後もお客様の声を大切にし、環境に配慮したより良い製品を追求してまいります。

　このたび、川崎重工業株式会社のご協力のもと開発した「小型オフロード消防車 Red 
Ladybug（レッドレディバグ）」が、公益財団法人日本デザイン振興会主催の「2018年度グッ
ドデザイン・ベスト100」を受賞しました。

■受賞製品「小型オフロード消防車 Red Ladybug（レッドレディバグ）」について
　近年多発する突発災害。日本各地で地震災害、台風・ゲリラ豪雨による風水害、土砂災害、
雪害、火山災害、山林火災が発生しています。
　Red Ladybugは、オフロードでの高い走破性を備え、一般の消防車では進入困難な瓦礫や
土砂崩れ等の災害現場へ自走での進入が可能な消防車です。ベース車両には高いオフロード
能力と安定した乗心地を備えた川崎重工業株式会社の多用途四輪車「MULE PRO-FX

（EPS）」を採用。3名乗車可能で円滑な消防活動に適しています。突発災害現場に到達困難と
いう現実に向き合い、迅速に現場まで到達できる消防車を造り、一人でも多くの命を助けた
いという強い想いから誕生した消防車です。

　モリタ環境テックは、小型雑品スクラップや小型家電等向けの竪型破砕機「バリクラッ
シャー™」を開発し、今期より販売を開始いたしました。
　「バリクラッシャー™」は、給湯器・小型モータ・小型トランスなどの小型雑品スクラップ
や、パソコン・プリンタ・炊飯器・電子レンジなどの小型家電を粉砕し、今まで処理困難だっ
たスクラップから、鉄・銅・アルミ・プラスチックなどの資源回収を目的として開発した高
速回転型の竪型破砕機です。
　また、破砕機本体と電動機をユニット化したことで省スペースでの設置が可能です。
　モリタ環境テックでは、スクラップ処理プ
ラントメーカーとして培った経験を活かし、
処理物に合わせた有価物回収ラインの提案・
設計・施工を行っています。さらに、工場内

（千葉県船橋市）にデモ機を設置し、お客様の
ご要望に応じた破砕サンプルテストも随時
行っています。

「不快な臭いを心地よくする」衛生車（バキュームカー）用
臭気対策ポンプオイルコントロール「ミラクルチェンジャーJ01」を販売開始

消防車両事業

産業機械事業

小型オフロード消防車 Red Ladybug
「2018年度グッドデザイン・ベスト100」を受賞

竪型破砕機「バリクラッシャー™」を開発、販売開始

環境車両事業
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パッケージ型自動消火設備
「スプリネックス」の売上が順
調に推移。

制度変更による出荷遅れが
生じた中国以外の地域の海
外売上が堅調に推移。

部品販売及びメンテナンス
の売上が堅調に推移。

豪雨災害や台風の影響によ
り一部出荷遅れが生じる。

消防車両事業

産業機械事業

防災事業

環境車両事業

セグメント別概況

財務ハイライト（連結）

売上高

2016.3 2018.3 2019.3

単位：百万円 ：第2四半期 ：通期

2017.3

21,899

68,574

27,516

85,502

29,571

85,063
88,000
（予想）

31,925

営業利益

2016.3 2018.3 2019.3

単位：百万円

2017.3

1,486

7,517
8,483

1,850

9,649

950

9,200
（予想）

1,093

：第2四半期 ：通期

経常利益

2016.3 2018.3 2019.3

単位：百万円 ：第2四半期 ：通期

2017.3

1,833

8,123

1,242
2,052

10,129
9,030

1,379

9,600
（予想）

親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益

2016.3 2018.3 2019.3

単位：百万円 ：第2四半期 ：通期

2017.3

922

4,537

5,741

664
1,304

6,040 5,800
（予想）

728

売上高
9,763百万円

売上高
14,954百万円

売上高
2,361百万円

売上高
4,846百万円

セグメント利益
514百万円

セグメント利益
148百万円

セグメント利益
230百万円

セグメント利益
252百万円

前年同期比
32.9％増

前年同期比
9.4％増

前年同期比
43.9％増

前年同期比
0.3％減

前年同期比
357.6％増

前年同期比
74.2％減

前年同期比
13.4％増

前年同期比
827.2％増

30.6%

15.2%
7.4%

46.8%売上高
構成比



ユニバーサルデザイン（UD）の
考えに基づいた見やすいデザイン
の文字を採用しています。

合計

46,918,542株

その他国内法人 
8.2%

自己株式 3.6%

個人・その他
28.5%

金融機関 42.2%

証券会社 0.7%

外国法人等
16.8%

株 主 名 持株数（千株）

第 一 生 命 保 険 株 式 会 社 3,265

モ リ タ 取 引 先 持 株 会 2,232

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 2,087

三 井 住 友 信 託 銀 行 株 式 会 社 2,082

株 式 会 社 三 菱 U F J 銀 行 2,048

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 2,007

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 1,834

エ ア ・ ウ ォ ー タ ー 株 式 会 社 1,730

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,172

JP MORGAN CHASE BANK 385632 909

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年6月開催

基 準 日
定時株主総会　毎年3月31日
期末配当金　　毎年3月31日
中間配当金　　毎年9月30日
その他必要があるときは、あらかじめ公告して定めた日

公 告 の 方 法 電子公告とし、当社のホームページに掲載する。
www.morita119.com/kohkoku/index.html

株主名簿管理人及び
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

株 主 名 簿 管 理 人
事 務 取 扱 場 所

大阪市中央区北浜四丁目5番33号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

　　（ 郵 便 物 送 付 先 ） 〒168-0063  東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

　　（ 電 話 照 会 先 ）  0120-782-031

（インターネットホームページURL） https://www.smtb.jp/personal/agency/index.
html

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所

１ 単 元 の 株 式 数 100株

商 号 株式会社モリタホールディングス 

創 業 1907年4月23日　

設 立 1932年7月23日

資 本 金 47億4,612万円

大 阪 本 社 大阪市中央区道修町3丁目6番1号　　

東 京 本 社 東京都港区西新橋3丁目25番31号
事 業 内 容 グループ各社の事業活動の支配・管理及び

管理間接業務の受託

株式会社 モ   リ   タ
兵庫県三田市テクノパーク1番地の5
はしご車、消防ポンプ車、その他各種消防
車両並びに特殊車両の開発・製造・販売

モリタ宮田工業株式会社
東京都江東区有明3丁目5番7号 TOC有明ウエストタワー19階
消火器を中心とした消火関連機器、消火
装置、その他各種防災機器・設備の開発・
製造・販売

株式会社 モリタ環境テック
千葉県船橋市小野田町1530番地
リサイクル処理施設、その他各種ごみ処理
施設の設計施工並びに各種大型油圧機械
の開発・製造・販売

株式会社 モリタエコノス
兵庫県三田市テクノパーク28番地
衛生車、塵芥車等の環境保全車両の開発・
製造・販売

株式会社 モリタテクノス
兵庫県三田市テクノパーク32番地
消防車両・救助用資機材等のアフターサー
ビス・メンテナンス並びに電子応用機械器具・
情報処理機械器具の開発・製造・販売

BRONTO SKYLIFT OY AB
フィンランド共和国 タンペレ市
屈折はしご付消防車及び高所作業車の開発・
製造・販売

主要グループ会社

【特別口座について】
　株券電子化前に「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）を利用されていなかった株主
様には、株主名簿管理人である上記の三井住友信託銀行株式会社に口座（特別口座と
いいます。）を開設いたしました。特別口座についてのご照会及び住所変更等のお届出
は、上記の電話照会先にお願いいたします。

【株式に関する住所変更等のお届出及びご照会について】
　証券会社の口座をご利用の場合は、三井住友信託銀行ではお手続きができませんの
で、取引証券会社へご照会ください。証券会社の口座のご利用がない株主様は、上記
の電話照会先にご連絡ください。

［大阪本社］
〒541-0045 大阪市中央区道修町3丁目6番1号
☎06-6208-1907

［東京本社］
〒105-0003 東京都港区西新橋3丁目25番31号
☎03-5777-5777　
www.morita119.com

株式のご案内

大株主（上位10名）

所有者別株式数分布状況

会社・株式情報

（注）	1.	持株数は千株未満を切り捨てて表示しております。
	 2.	当社は自己株式	1,682千株を保有しております。

2018年9月30日現在

2018年9月30日現在

代表取締役会長兼CEO 中　　島　　正　　博
代 表 取 締 役 社 長 尾　　形　　和　　美
取 締 役 副 社 長 前　　畠　　幸　　広
取 締 役 金　　岡　　真　　一
取 締 役 磯　　田　　光　　男
取 締 役 川　　西　　孝　　雄
常 勤 監 査 役 浅　　田　　栄　　治
常 勤 監 査 役 宮　　崎　　敦　　志
監 査 役 太　　田　　　　　将
監 査 役 西　　村　　捷　　三

常 務 執 行 役 員 村　　井　　信　　也
執 行 役 員 坂　　本　　直　　久
執 行 役 員 伊　　藤　　　　　満

役　員


